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令和５年(2023)３月２３日 

出雲市健康福祉部福祉推進課 



令和４年度  つながる専門部会 報告書 

部会メンバー 部会長 ：玉木（かのん） 

副部会長：福田啓（プレーゲ） 

メンバー：渡部・古家（ふあっと）、原田（大社出雲高齢者あんしん支援センター）、

吉田（いんくるネット出雲）、古割（出雲保健所）、今岡（平安堂）、岸（うさぎケア

プラン）、福間（太陽の里）、冨岡（Reve） 

事務局 ：原田（市福祉推進課） 

テーマ（ねらい） ①介護保険とつながる：介護支援専門員と相談支援専門員がお互いに顔を合わせて 

相互理解を深め、連絡がとりやすく同じ目的に向かって協働できる環境作りをする。 

②地域とつながる：障がいのある人や相談支援専門員について地域の方に理解を深 

めてもらえるように、コミュニティセンターや民生委員、社会福祉協議会等に働き 

かけ、必要時に連携ができる体制を作る。 

活 動 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

＊部会ワーキング 計５回開催（開催日 ５/２４、６/２８、９/１、１０/３、２/８） 

①介護保険とつながる 

＊介護支援専門員と相談支援専門員のワールドカフェの実施 

ケアマネと相談支援専門員が、お互いに顔を見ながら日々の悩み等を共有し、気軽

に相談できるつながりを築くことを目的として実施。 

⇒１１/１６（水）出雲科学館 ケアマネ１７名、相談支援専門員１８名参加。 

②地域とつながる 

（１）川跡マルシェで相談支援専門員の普及啓発活動の実施。 

（２）大社地区民生委員児童委員協議会定例会にて、障がい福祉制度や福祉の相談

窓口、相談支援専門員の役割について情報提供。 

（３）雲南市での聞き取り…雲南市における行政、社会福祉協議会と相談支援専門

員との連携に関する聞き取りを実施。 

（４）出雲市社会福祉協議会担当者との情報交換、次年度に向けた活動についての

協議。 

成  果 

 

 

 

①介護保険とつながる 

コロナ禍であり、人数を制限してワールドカフェ実施。参加者からは、「日々の疑問

や不安に感じていることを気兼ねなく話せる機会となり、とても楽しかった、事例

検討も含めて継続して実施をしてほしいとの意見が多数聞かれた。 

②地域とつながる 

コミセンとの共同企画の行事については、昨年度に続き実施が難しい状況であった。

一方で、行政や社会福祉協議会との連携における取組の実践例を聞き、協議を通し

て、地域で障がいのある方を支えていく為に、どのような支援や場が必要かを考え

る足掛かりができた。 

課  題 

次年度への方向性 

 

 

 

①令和４年度同様、ケアマネと相談支援専門員が集まれる場をつくる。会の形につ

いては、事例検討会、茶話会等を考える。また、介護、障がい両領域の既存の研修

会に参加できる方法を検討する。 

②テーマが大きい為、令和５年度は社会福祉協議会との連携を主なテーマとし、全 

ての支援に共通する重層的支援の勉強会や、事例検討会、ケース相談会等を実施し 

ていくことを検討する。 
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 令和 4年度  くらし 専門部会 報告書 

 

部会メンバー 

部会長  ：森谷（桑友） 

副部会長 ：柳楽（ハートピア出雲） 

メンバー  ：宮本（桑友）、福代（CSいずも）、足立（くまローズスポーツ） 

事務局   ：木村（福祉推進課） 

テーマ 

（ねらい） 

○各相談支援専門員が所有する地域資源情報について、定期的に共有する場をつくる。 

○上記の場で地域課題を確認できた場合、サービス調整会議や運営会議への働きかけを

行う。 

活動状況 

■地域資源に関する定期的な情報共有 

○意見交換会 3 回開催（オンライン） 

 ・テーマを決めて自由に情報や意見を交換 

 ・各相談支援専門員の取り組みについて具体的な情報収集 

  →資源活用工夫の共有や地域課題抽出を目指す 

  ①6/28（火） 家の「外」の管理、自治会とのつながり 参加者：11 名 

  ②8/22（火） ペットに関するあれこれ 参加者：9 名 

  ③10/25（火） 新型コロナ悲喜こもごも 参加者：10 名 

○サービス調整会議（1 月予定） 

 ・架空の街をマップ化し、ニーズと地域資源の結び付けをロールプレイする 

■資源情報一覧の更新 

 意見交換会で得られた情報の追加を中心に修正を行う 

 →各相談支援事業所、サービス提供事業所へ情報発信 

■部会 7 回開催 ※下線はオンライン（5/17、7/14、9/8、11/16、12/8、1/13、2/7）  

 それぞれ意見交換会、サービス調整会議の企画検討及び準備 

成果 

■地域資源に関する定期的な情報共有 

○意見交換会 

 各テーマで活発なやりとりが展開。日々の困りごとを共有する場としても機能。単独

の相談支援専門員では解決しづらい課題も、具体的な事例や情報を得ることで支援のヒ

ントにつながった。実際に担当するケースで活用したとの報告も受ける。 

○サービス調整会議 

 悪天候の影響で順延となり、報告書作成時点で未実施。 

■資源情報一覧の更新 

 意見交換会で得られた情報を中心に追記を行う。 

課題 

次年度への方向性 

 定期的に地域資源情報を共有する場を設けることで、利用者の実益につながるヒン

トを分かち合えたと感じている。 

反面、話題の主体が無意識に「障がい者」へ偏っていたという反省もある。地域で生

活する「障がい児」についても、同様に情報共有の場が必要ではないだろうか？こども

部会との連動やすみ分けも視野に入れて検討してみたい。 
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令和４年度  じりつ専門部会 報告書 

 

 

 

部会 

メンバー 

 

 

部会長：渡部（ふあっと）副部会長：勝部（そうゆう） 

地域移行支援WGメンバー：佐藤・和田（こころの医療センター） 

矢野・信高（海星病院）、矢野（出雲保健所）、三島（ハートフルホームかん

ど）、金友（WANAJAPAN）、 

若林（Relisa）、冨岡（Reve）、多々納（県中） 

ささえ愛サポート WG メンバー：長澤（美野園）、浅津、見戸（出雲サンホ

ーム）、小村、濱村（光風園）、冨岡（ふあっとほおむ）、冨岡（Reve）、岩﨑

（クオーレ）、夕永（CSいずも）、布野（ハートピア出雲） 

事務局：山本・青木（福祉推進課） 

テーマ 

（ねらい） 

障がいのある方が住み慣れた地域でいきいきと暮らせるように… 

◎地域生活支援拠点（ささえ愛サポート）のスムーズな利用 

◎地域移行のみならず在宅生活を支える地域の仕組作り 

活動状況 

 

◎ささえ愛サポートWG 開催日：7／6、10／14、1／23（3回） 

第 1回： 

〇当事者に対する事業の周知や相談支援専門員の制度理解 

〇ささえ愛サポートパンフレット変更 

〇短期入所事業所の受け入れに対する課題 

〇医療的ケアが必要な方の利用 

〇拠点アパートの利用対象や条件など 

第 2回： 

〇ささえ愛サポート相談支援専門員アンケート結果 

〇ささえ愛サポートパンフレット変更 

〇アパート見学会 

第 3回： 

〇ささえ愛サポートパンフレット変更 

〇ささえ愛サポート相談支援専門員アンケート結果 

〇アパート見学会報告 

〇次年度に向けて 

研修：9月 26日（月）サービス調整会議にて 

「ささえ愛サポートを活用した支援」の事例紹介  

相談支援専門員 4名より 

◎地域移行支援WG 開催日：12／8（1回） 

第１回： 

〇事例検討会（海星病院より） 

研修：10月 26日（水）サービス調整会議にて 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムにおける支援者の 

役割と地域相談支援」  NPO法人 Sapyuie 東 美奈子氏 
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成果 ◎ささえ愛サポートWG 

１、相談支援専門員の制度理解の徹底を目指して取り組んできた。サービ

ス調整会議にてささえ愛サポートを活用した支援の事例を紹介する事に

より、緊急時のイメージを共有する事ができた。また今後の利用や登録の

検討が必要なケース数をアンケート実施により把握する事ができた。 

２、ささえ愛サポートパンフレットの変更を行った。実際には短期入所事

業所等の見学が登録より事前に必要になってくる為、事前準備の流れを変

更した。また利用者さん向けのパンフレット内容に変更し相談支援専門員

も制度説明がしやすくなった。 

３、一人暮らしの体験の機会と場としてアパートを活用してもらう為アパ

ート見学会を実施した。 

◎地域移行支援WG 

１、 コロナ禍の影響で開催が中止になり 1 回のみの開催になったが事例

検討を行い幅広い視点で支援の方法や地域課題を検討する事ができ

た。 

２、 サービス調整会議にて「精神障害にも対応した地域包括ケアシステ

ムにおける支援者の役割と地域相談支援」の研修を行い理解が深ま

った。 

課題 

次年度への 

方向性 

 

◎ささえ愛サポートWG 

１、変更したパンフレットを改めて周知する。 

２、相談支援専門員の個別相談会を開き何でも話せる機会を作り制度の活

用、理解を深める。 

３、短期入所事業所の受け入れが可能であれば施設見学会を開き理解、情

報を得る。 

４、事例紹介（報告会）を行い課題の検討をする。 

◎地域移行支援WG 

１、今年度未実施の課題から今後の取り組みを検討する。 
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令和４年度   こども専門部会 報告書 

部会メンバー 部会長：田中倫子（プレーゲ） 

副部会長：川上ゆかり（ハートピア出雲） 

メンバー：岡本智子（さざなみ学園）、山形美由紀（ＣＳいずも）、 

福田由理（プレーゲ）、 

連絡調整：三沢瑠美子（福祉推進課） 

テーマ（ねらい） ① 重症心身障がい児、医療的ケア児の支援について、実際の家族が抱える課題や

支援の状況を把握し、今後の方向性を検討する。 

② 障がい児を担当する児童の相談支援専門員同士の連携、情報共有を図り、より

よい支援につなげる。 

③ 移動支援に頼らず、安心して通学できる手段の拡充について検討。 

活 動 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会開催 年間１１回 

（4/14、5/12、6/9、8/5、9/7、10/12、11/7、11/28、12/8、1/12、2/9） 

① 重症心身障がい児、医療的ケア児の当事者、当事者のご家族の思いを知るため

に、8/5 当事者のお宅へお邪魔し、話を伺う。ニーズを持った保護者の話を聞

く予定だったが、感染拡大もあったため、代表の方２名が他のお母さん方の思

いや、ニーズを聞きとって下さった。その中で、相談員に対する思い（特に相

談員の持つ情報に差があるので、提供できる情報を一律にして欲しい）、就学に

向けてサポートしてほしいポイント、入浴支援、移動支援、短期入所等サービ

スをより充実させてほしい事、災害時の対応について等思いを聞けた。 

② ７月のサービス調整会議で、一緒に勉強会を行う予定だったが、感染の広がり

が見られ中止。改めて、11月 28日にこども部会の勉強会を、『本人中心の支援

を、本人の強みを生かし、楽しみのある生活となるようなアイディア出し』を

ねらいとして開催。コロナ禍の中、15 名（申込時は 23 名）に参加していただ

く。後半はフリートークを行い、それぞれの相談員の持つ悩みや、コロナ禍の

工夫などざっくばらんに話ができた。 

③ 親の会に参加する中で、移動支援利用で、通学のサポートをしてもらえるのは

助かるが、就学奨励費の手続きの煩雑さや、記入の難しさを感じられることが

分かった。安心して利用するためには、相談員もサポートすることが必要。 

成     果 

 

 

 

① ご家族から、相談支援専門員に対する思いを聞き、求められることの大きさも

感じた。相談支援専門員ごとに提供される情報に差があると意見もあり、相談

支援専門員の持つ情報の差をなくし、情報を提供できるよう準備することの必

要性を感じた。 

② 久しぶりに集まりケース検討し、良いアイディアを出すことができた。フリー

トークでは、コロナ禍のそれぞれの対応、子どもや親との関わりについて等各

グループで様々な話ができた。アンケートの結果からも満足度の高さがうかが

えた。今後も、児童（中高生のケース等含め）のケース検討ができる機会があ

ったらいいなと意見があった。 

③ 相談員が書類の内容を把握し、必要に応じてサポートする必要性を感じた。 
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課題 

次年度への方向性 

 

 

 

医療的ケア児、重症心身障がい児等を担当する相談支援専門員が持つ情報に差が

あることから、相談支援専門員の持つ情報を均一にすることを目的に、福祉サービ

スに限らず、親が知りたい情報をひとまとめにしたものを既存のものを生かしなが

ら作り、それを相談支援専門員が活用できるよう形にしていく。（どのような形で

まとめるかは今後検討） 

次年度も、出来上がったものを相談支援専門員で共有したり、ケース検討等の勉

強会の機会を持ちたい。 

 

その他 
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令和４年度 ささえる専門部会 報告書 

部会メンバー 部会長  ：柳楽（ぽんぽん船） 

副部会長 ：長澤（美野園） 書記：青木（あそび） 

メンバー  ： 

居住系 WG：浅津（出雲ｻﾝﾎｰﾑ）、小村（光風園） 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ WG：長澤（美野園）、冨岡（ふあっとほおむ）、 

日中活動系 WG：金友（WANAJAPAN）、石橋（ﾊｰﾄﾋﾟｱ出雲） 

就労支援 WG：柳楽（ﾌﾛﾝﾃｨｰ）、山本（あすてっぷ）、青木（あそび） 

柳楽（ぽんぽん船） 

居宅介護 WG：松井（介護ｽﾃｰｼｮﾝさくら）、土田（ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝあおぞら） 

児童通所 WG：池田（ぽこぽこ）、和田・梶谷（CSいずも） 

事務局：山本（福祉推進課） 

テーマ（ねらい） １．ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等で、情報交換・共有し、連携を深めることでｻｰﾋﾞｽ管理

責任者等の質の向上を目指す。 

２．相談支援専門員との連携を深めていく。 

３．関係機関と連携し、「ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄ」を推進する。 

活 動 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■部会  ４回開催（開催日 5/25、10/11、12/13、2/20） 

１．ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の質の向上 

（１）部会の開催   

 研修会の企画・準備、各 WGの活動報告から事業種ごとの取り組みや課題等を

情報共有する他、ささえる専門部会の役割や今後のあり方について話し合っ

た。 

（２）WGの開催 

大雨やｺﾛﾅ感染拡大による中止や延期、事業種により集まりにくい WGもあっ 

たが、ほぼ予定通り実施した。ｻｰﾋﾞｽ管理責任者の業務やｺﾛﾅ対応についての 

意見交換・情報交換の他、補助金やｺﾛﾅ禍以前の事業復活に向けてのｱﾝｹｰﾄ等 

を実施した。 

（３）虐待防止・権利擁護研修 

 昨年度に引き続き、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染拡大防止のため部会全体での研 

修会は行わず、WGや各事業所に持ち帰って活用可能な共通の研修ｽﾗｲﾄﾞを作成 

し、各 WG や事業所ごとで実施した。 

 

２．相談支援専門員との連携を深める 

 相談支援専門員と連携し、より質の高いｻｰﾋﾞｽを提供することができるよう、Ｒ3

年度の事前ｱﾝｹｰﾄをもとに、相談支援専門員との連携の現状と課題をまとめ、６月

のｻｰﾋﾞｽ調整会議において「相談支援専門員との意見交換会」を実施した。事業種

ごとに課題が異なるため、各 WGから参加した。 

相談支援専門員：８ｸﾞﾙｰﾌﾟ（経験年数で分ける） 
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ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等：１ｸﾞﾙｰﾌﾟ（参加者：８名） 

 

３．「ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄ」の推進 

 関連する WG で、ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄについて情報交換・意見交換･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の

空き状況を確認する他、他の部会との連携として、じりつ専門部会に参加し

た。 

 

成     果 

 

 

 

 

 

 

１．ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の質の向上 

（１）ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の抱える課題には、事業種ごとに特有のものがあるが、

障がいのある人を切れ目なく支援していくには、横のつながりだけではなく

縦のつながりも大切であり、WG での活動だけでなく事業種をこえて学ぶこと

の必要性に気づくことができた。 

 専門部会として数年活動してきたが、地域課題を解決していく組織というよ

り、つながりの場としての役割の方が大きい。ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の孤立を防

ぐ、相談支援専門員との連携等、当初の課題はある程度達成し、部会として

の役割は果たしてきた。今後のあり方としては、「ﾈｯﾄﾜｰｸ会議」の位置づけが

合っているのではないかとの結論に達した。 

（２）新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大防止のため、事業所見学等、ｺﾛﾅ禍以前に

各 WG で実施していた事業は再開できなかったが、WGでの活動を通して、各事

業特有の課題について情報共有・意見交換し、課題解決につなげることがで

きた。WGによっては、ﾀｲﾑﾘｰな情報発信ができるようﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄを整備した。 

（３）虐待防止・権利擁護の研修ｽﾗｲﾄﾞで基本的な学習をするとともに、WGで各

事業特有の課題・ｹｰｽについて深く意見交換することができた。また、研修ｽﾗ

ｲﾄﾞを事業所に持ち帰り、現場職員の研修にも活用することで、実践に活かす

ことができた。 

 

２．相談支援専門員との連携を深める 

相談支援専門員とｻｰﾋﾞｽ管理責任者等が、事前にまとめた「現状と課題」をも

とに意見交換することで、お互いの状況を理解するとともに、連携を深める

ための今後の工夫・改善等について確認することができた。 

 

３．ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄの推進 

関係の WGで情報交換・意見交換し、ﾆｰｽﾞに応えることができるよう課題をま

とめた。 

相談支援専門員が登録票を提出してから事業所に届くまでに日数がかかる、

登録票の提出から実際の利用までに期間が空くと状況が変わるため定期的

（年１回）に情報整理して提供する流れが必要、相談支援専門員と連絡が取

りにくいためﾒｰﾙで共有できるとよい、体験利用時の補償について検討が必要

等の意見が出ている。 
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課題 

次年度への方向性 

 

 

 

〇ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の横のつながり 

世代交代や新規事業所の増加で、新たなﾒﾝﾊﾞｰも増えている。ｻｰﾋﾞｽ管理責

任者等の質の向上を目指すため、継続して事業種ごとの WGでの情報交換や

虐待防止・権利擁護研修等に取り組んでいく必要がある。 

 

〇ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等の縦のつながり 

障がいのある人を切れ目なく支援していくには、横のつながりだけではなく

縦のつながりも大切であり、事業種が違っても共通して話ができる内容があ

る。従来の事業種ごとの WG での活動の他、部会ﾒﾝﾊﾞｰで班編成・企画し、幅

広く共通のﾃｰﾏで意見交換できる集いの場を設けていく。（年２～３ﾃｰﾏ） 

 

〇WGのあり方 

事業の規模や事情が異なり、集まりが成立しない等、活動しにくい WGがあ

る。（特に居宅 WG）WG の編成見直しも検討したが、現状の事業種ごとがﾍﾞ

ｽﾄであり、開催が難しい WGについては、状況を見ながら可能な範囲で開催

していく方向とする。 

 

〇「ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄ」の推進 

「ささえ愛ｻﾎﾟｰﾄ」については、まだｹｰｽが少なく、課題も多い状況。地域の

ﾆｰｽﾞに応えていくことができるよう、行政や関連する専門部会と稼働状況や

課題を共有し、改善していく必要がある。今後も継続して、関連する WGで情

報交換するとともに、関係機関と連携して進めていく。 

 

〇事務局（福祉推進課）の関り方 

事務局が、部会と各 WGのすべてに関与することは業務負担が過大である。各

WG は自主運営とし、事務局は会場確保と各事業所への連絡を担当し、必要時

のみの出席とする。 
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令和４年度 そうだん専門部会 報告書 

部会メンバー 部会長：足立須和子（ふあっと） 副部会長：萬代祐二（ハートピア出雲） 

メンバー：景山一優（ハートピア出雲）  渡部和子（ふあっと） 

板倉聖子（さざなみ学園）   山形美由紀（CSいずも） 

勝部葉子、柏井優（そうゆう） 福田啓泰（プレーゲ） 

小村久美子（美野園） 

事務局 ：高山教代、三沢瑠美子（福祉推進課） 

テーマ（ねらい） １．相談支援専門員のスキルアップや連携の強化に取り組み、障がい者のエン

パワメントや生活の質の向上を目指します。 

２．災害など緊急時にも対応した相談支援が実施できるように、災害時アセス

メント等の活用などを検討し、より一層安全な暮らしの実現を目指します。 

活 動 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会 計１０回 

 （開催日 4/22 5/23 6/14 8/30 9/26 10/28 11/29 12/19 2/1 3/1） 

○書類作成マニュアルを改訂し、相談支援事業所に配布する。 

 （サービス調整会議にて説明を行う） 

 モニタリング期間の設定理由に関しての例示も、今後行う予定とする。 

○災害アセスメント票について 

 ・対象者…在宅生活をしている方（グループホームに関しては、各事業所に

避難計画等の有無を確認していく） 

 ・令和４年７月以降にサービス等利用計画の新規または更新の方から順次作

成していく。サービス更新に合わせて、１年に１回更新する。 

  作成したアセスメント票を基に、サービス等利用計画にも災害時の避難や

日頃の対応等盛り込んでいく。（災害時アセスメント票は、各事業所で保管

しておく）。 

 ・個別避難計画については、対象となった利用者の担当相談支援専門員が作

成していく。 

○連携の強化（相談支援体制について） 

 出雲市の目指すべき相談支援体制とは 

 １．当事者が必要だと思っているときにスムーズにマッチングできる仕組み 

 ２．相談支援専門員が困った時に相談できる体制づくり 

 上記の目標に向かい、分かりやすい相談支援体制（役割の明確化、実効性の

あるもの）を構築するための話し合いを継続している。 

 ・機能強化・委託・指定特定それぞれの機能や役割の確認・現状把握等行う 

必要性がある。 

   一般相談の対応状況について 

計画相談支援の実施状況について 
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 ・相談支援専門員のフォローアップ体制について 

   一人事業所へのフォロー 

   主任相談支援専門員の活用 

   相談しやすい横のつながりを意識した体制づくり（例えば地域ごとに） 

   機能強化事業所が行っている個別相談会の活用について 

 ・先進地域の視察（雲南市） 

   令和５年２月１７日（金） 

   １０：００～１２：００ 

   「雲南市の相談支援体制について」 

   参加者 ８名 

 ○研修会の企画・開催 

 ・事例検討会 

   令和５年１月１８日（水） 

   会場 出雲科学館 理科学習棟 ３階 

   内容 野中式＋ストレングスアセスメント＋GSV 

   参加者 １６名（そうだん部会を除く） 

 ・サービス調整会議担当月の内容について検討 

  「地域課題とは何か」 

   目的：相談支援専門員が地域課題とは何か、どのように考え抽出してい 

けばいいのか共通認識を持つ。 

成     果 

 

 

 

１．書類作成マニュアル、災害時アセスメント票は作成し、相談支援専門員に

配布した。災害時アセスメント票は令和４年７月より順次作成しており、

市が実施する実施指導等で作成状況の確認を行っている。 

２．出雲市の相談支援体制について、目指すべき姿について共有を行い、現状

の課題について話し合い、「出雲らしい相談支援体制」について考えていく

必要性を確認した。 

３．事例検討を実施し、ストレングスの視点や本人の想いに注目することの必

要性について参加者で確認することができた。 

課題 

次年度への方向性 

 

１．「出雲らしい相談支援体制」の構築に向けて検討を継続していく。 

２．災害時アセスメント票や書類作成マニュアルを必要に応じて見直し行う。 

３．事例検討等研修会を開催し、相談支援専門員のスキルアップを目指す。             

その他 
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令和４年度 就労支援ネットワーク会議 報告書 

メ ン バ ー ﾘｰﾀﾞｰ ：青木（あそび）  副ﾘｰﾀﾞｰ：足立（まるべりー出雲） 

書 記 ：竹縄（デイケアピノキオ）  矢田（アトリエール） 

ﾒﾝﾊﾞｰ ：佐藤（あそび）       柳楽（ワークセンターフロンティー） 

        柳楽（ぽんぽん船）     石崎（やまびこ園） 

     小豆澤（豆の樹）      林（ハローワーク出雲） 

     安田（リーフ）       福田（リーフ） 

     山根（出雲養護学校）    平木（出雲養護学校） 

     原（県 特別支援教育課）    萬代（ハートピア出雲） 

     鍵山（こころの医療ｾﾝﾀｰ）  大畑（出雲保健所） 

     山本（あすてっぷ）     原（島根県東部高等技術校） 

 細木（しまね東部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ） 

事務局：足立（福祉推進課）     大島（福祉推進課） 

テーマ 

（ねらい） 

１．障がい者の一般就労を支援する組織横断的な事業の企画運営 

２．企業とのつながり作り 

３．一般就労にむけた支援ノウハウの普及浸透 

４．就労定着支援に関する活動 

活 動 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ネットワーク会議の開催 計６回開催 

 （開催日：4/21、6/22、8/9、10/18、12/1、2/16） 

◆事例検討 ネットワーク会議開催時に実施 

◆ジョブガイダンス（動画教材制作） 

◆障がい者雇用に関する企業情報交換会： 

9 月 22 日（木）14:00～16:20 パルメイト出雲にて開催 

 参加者 29 名（会場 21 名、オンライン 8 名） 

 企業発表 スターバックスコーヒージャパン（株） 

 グループワーク 

◆福祉から一般就労へステップアップ：意見交換会 

12 月 6 日（火）13:30～15:30 出雲科学館にて開催 

15 事業所 18 名参加 

◆はたらく仲間のコーヒータイム：毎月第 3 金曜日 18:00～19:00 

 一般就労で働く障がい者の気軽な集いの場として「ふじひろ珈琲」で開催 

◆就労アセスメント打合せ会 

 養護学校卒業予定者の就労アセスメント実施について関係者打合せ 

成     果 

 

 

 

１．障がい者の一般就労を支援する組織横断的な事業の企画運営 

  定期的にネットワーク会議を開催し、事業の企画・実施に共に取り組んだ。 

  一般就労を目指す当事者のための学習機会として例年合同ジョブガイダ

ンスを開催してきたが、コロナ禍で集合研修に代わる方法が必要となったこ
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とから、動画教材制作に取り組み「自分にあった働き方について考える」を

作成した。当事者、障がい者支援に関わる方などが就労活動、就労支援に取

り組みやすいように、内容や流れをわかりやすく、新たに編集し完成させて

いる。 

２．企業とのつながり作り 

  リーフと共催で障がい者雇用に関する企業情報交換会を開催。会場には企

業 16 者 8 名、福祉事業所 3 名の 21 名、オンラインで 8 名、計 29 名が参加

した。スターバックスジャパン（株）より、障がい者雇用に対する考え方や、

出雲市内の店舗での雇用の実例をめぐる経験を発表いただき、前年度は実施

できなかったグループワークも行った。参加者からは「実際の事例や先進企

業としての取り組みが聞けて良かった」「他企業の方の生の声を聞くことが

出来て良かった」「色んな立場の方と話をすることが出来てよかった」等の

感想があった。なお、今年度は初めての試みとしてオンライン参加を含めた

ハイブリッド形式で開催したが、一定数のオンライン参加者があり、今後に

生かせる経験となった。 

３．一般就労にむけた支援ノウハウの普及浸透 

  「福祉から就労へステップアップ意見交換会」を実施した。福祉事業所に

通所されていた頃には比較的課題が多かった方が、一般就労に移行後は安定

して継続就労出来ている事例を 3 件紹介し、グループワークで意見交換。事

業所内での能力評価はあくまでもひとつの切り口でしかなく、利用者の一般

就労への可能性を決定づけるものではないと認識を深めてもらうことがで

きた。 

４．就労定着支援に関する活動 

  一般就労している当事者への就労定着支援として『はたらく仲間のコーヒ

ータイム』を定期開催した。コロナ禍であるからこそ集いの場の必要性は高

く、今年度は毎月休まず開催した。新たな参加者も増えた。 

課題 

次年度への方向性 

 

 

 

１．障がい者の一般就労を支援する組織横断的な事業の企画運営 

  就労支援をめぐる連携協働のネットワークの重要性は変わりない。福祉に

限らず幅広い関係者が集い、共に考え、共に活動する協働のプラットホーム

として継続していく。 

  なお、コロナ禍で休止していた合同ジョブガイダンスについて、再開を検

討したい。従来のような集合研修にあわせ、Zoom 等を利用してのオンライ

ン参加も可能とするなど、興味のある方が誰でも参加やすい開催方法を検討

していきたい。 

２．企業とのつながり作り 

  障がい者雇用への関心やニーズがある一方で、依然として障がい者雇用の

イメージが持てず躊躇している企業や、実際に障がい者を雇用していながら

関わり方に不安や困り感を抱いている企業がある。障害者雇用率の段階的な
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引き上げや、雇用の質の向上に向け企業の責務の明確化が検討されるなど、

企業側のニーズはより高まっていくことが予想される。今後も障がい者雇用

について実践的な理解を広げていく企業情報交換会の取り組みを継続する。

また企業情報交換会をきっかけに、より気軽で継続的な集まりの場づくりが

発案されるなど、新しい動きも生まれている。柔軟に工夫しながら、つなが

り作りをさらに進めていきたい。 

３．一般就労にむけた支援ノウハウの普及浸透 

  「福祉から就労へステップアップ意見交換会」の企画実施を通して、利用

者を一般就労へ送り出していきたいと考えている福祉事業所が多くあるこ

とが分かった。その一方で、福祉事業所とリーフやハローワークとの連携の

とり方や、障がい者雇用を支援する各種制度の理解が進んでいないことな

ど、課題が見えてきた。他にも「障がい特性や合理的配慮について企業に理

解してもらうにはどうしたら良いか」「職場実習中や就職後のフォローをど

うするか」など、取り上げていきたいテーマがある。今後も継続して学習の

機会を作っていきたい。 

４．就労定着支援に関する活動 

  一般で働く障がい当事者のためのゆるやかな集いの場として『はたらく仲

間のコーヒータイム』を、月 1 回のペースで息長く継続していく。幅広く対

象者に声かけをしていきたい。 

その他 
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